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こんにちは 松坂みち子 です

家
に
い
る
時
間
が
長
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
こ
の
頃
、
Ｂ
Ｓ
で
再
放
送
し
て
い
る

「
刑
事
コ
ロ
ン
ボ
」
を
見
て
し
ま
い
ま
す
。

こ
の
番
組
は
、
ア
メ
リ
カ
で
作
ら
れ
た

刑
事
も
の
の
ド
ラ
マ
で
す
。
ま
ず
は
じ
め

に
犯
人
が
様
々
な
工
作
を
し
て
殺
人
を
犯

し
、
そ
れ
を
、
殺
人
課
の
コ
ロ
ン
ボ
警
部

が
解
き
明
か
し
て
い
く
と
い
う
筋
書
き
で

す
。
視
聴
者
に
は
わ
か
っ
て
い
る
犯
人
と

ト
リ
ッ
ク
を
、
コ
ロ
ン
ボ
が
何
を
き
っ
か

け
に
犯
人
に
目
星
を
つ
け
て

近
づ
き
犯
罪
を
暴
い
て
い
く

の
か
や
、
犯
人
と
コ
ロ
ン
ボ

と
の
ウ
ィ
ッ
ト
に
と
ん
だ
会

話
を
楽
し
む
も
の
で
、
日
本

で
作
ら
れ
る
刑
事
ド
ラ
マ
と

は
ひ
と
味
も
ふ
た
味
も
違
い

ま
す
。

元
々
放
送
さ
れ
て
い
た
の

は
、
４
０
年
以
上
も
前
の
こ

と
。
私
が
高
校
生
の
頃
で
し
た
。
大
学
受

験
を
控
え
た
３
年
生
に
な
っ
て
も
、
週
に

一
回
の
放
送
は
楽
し
み
で
、
勝
手
に
「
コ

ロ
ン
ボ
タ
イ
ム
」
と
名
付
け
勉
強
を
中
断

し
て
、
堂
々
と
テ
レ
ビ
を
見
て
い
た
も
の

で
し
た
。

当
時
は
Ｃ
Ｍ
の
な
い
局

で
し
た
が
、
今
は
Ｃ
Ｍ
が

入
っ
て
興
が
そ
が
れ
る
の

が
残
念
で
す
が
、
高
校
時

代
を
思
い
出
し
て
い
ま
す
。

みち子のひとりごと

再放送

12月定例議会が25日

から始まっています。日

程は左の通りです。

全体では19名が一般

質問を行う予定です。日

本共産党からは5人全員

が一般質問に立ちます。

私松坂は「介護保険につ

いて」「農業施策につい

て」質問します。

議案は、マイナンバー

制度に関わる補正予算や

条例改正をはじめ、貴志

川線設備整備支援事業、

介護施設整備事業、まち

なか滞留スポット形成事

業などの補正予算、条例

改正では公務災害補償等

に関する条例などです。

ぜひ、傍聴にお越しく

ださい。

12月定例議会が始まりました

11/25水 本会議 議案説明

/26木 休 会

/27金 本会議 一般質問

/30月 〃 〃

12/ 1火 〃 〃 （請願受理期限）

/ 2水 〃 〃

/ 3木 〃 〃

/ 4金 〃 〃・質疑・委員会付託

/ 7月 常任委員会

/ 8火 〃

/ 9水 〃

/10木 （特別委員会）

/11金 休 会

/14月 本会議



こんにちは松坂みち子です No.250

い
ま
日
本
で
は
、
教
育
の
格
差
、
貧

困
の
連
鎖
が
広
が
り
、
子
ど
も
の
６
人

に
１
人
が
貧
困
状
態
に
あ
り
ま
す
。
そ
う
い
っ

た
状
況
に
あ
る
子
ど
も
た
ち
に
美
味
し
い
食
事
・

幸
せ
な
時
間
・
地
域
と
の
つ
な
が
り
を
無
料
や

格
安
で
提
供
す
る
「
子
ど
も
食
堂
」
の
試
み
が

全
国
で
広
が
っ
て
い
ま
す
。

先
日
、
紀
の
川
市
で
行
わ
れ
た
「
子
ど
も
の

貧
困
に
つ
い
て
考
え
る
講
演
会
」
に
参
加
し
た

際
、
和
歌
山
市
内
で
こ
の
「
子
ど
も
食
堂
」
を

立
ち
上
げ
た
方
が
取
り
組
み
を
紹
介
し
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
一

緒
に
、
地
域
の
子
ど
も
た
ち
が
ホ
ッ
と
で
き

る
居
場
所
に
な
っ
て
い
る
様
子
が
見
え
て
く
る

よ
う
で
し
た
。

見
た
目
だ
け
で
は
助
け
が
必
要
か
わ
か
ら
な

い
貧
困
家
庭
が
増
え
て
い
る
な
か
、
地
域
や
学

校
、
行
政
な
ど
連
携
を
と
り
な
が
ら
支
援
に
つ

な
げ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
簡
単
な
こ
と

で
は
な
い
け
れ
ど
、
み
ん
な
で
ア
ン
テ
ナ
を
高

く
し
、
ど
の
子
も
安
心
し
て
育
つ
こ
と
が
で
き

る
社
会
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
ん
に
ち
は

坂
口
多
美
子
で
す

こたつで就寝・カイロ・湯たんぽなど

気温が下がり、カイロや湯たんぽなど

の使用が増える冬を前に、消費者庁は低

温やけどへの注意を呼びかけています。

特に、高齢者は若者に比べて感覚が鈍く

なっており、気づかないまま重傷を負う

ケースもあるといいます。

消費者庁によると、今年9月までの6年

間に、65歳以上の高齢者が低温やけどを

負った事故情報は計119件。うち10件は

入院が必要で、こたつで就寝して重いや

けどを負い、足の指2本を切断した70代

男性もいました。

原因別でみると、カイロが28件と最多。

以下、湯たんぽ（19件）、ストーブ類

（18件）、電気毛布とあんかが、それぞ

れ12件でした。

熱さを感じないまま
皮膚の深くまでやけど

を負っているケースも

珍しくないといい、同

庁は「痛みや違和感が

あれば医療機関で受診

して」と注意を促して

います。（しんぶん赤旗
11月24日付より）

高齢者の低温やけど
消費者庁が注意喚起

どう活かす 自立支援法 これからの和歌山の取り組みを考える
12月4日（金）18:30 ～ 20:30
中央コミュニティ―センター

羽田慎二司法書士 しが生活支援者ネット副代表
NPO法人反貧困ネットワーク滋賀・びわ湖あおぞら会副代表

パネルディスカッション【コーディネーター由良登信弁護士】
羽田 慎二氏…講師
小池 恒弘氏…県福祉保健総務課保護援護班課長補佐兼班長
崎山 隆弘氏…市福祉局社会福祉部生活支援課副課長
太田 勝氏…NPO法人ホームレス支援機構理事長、牧師
田中千鶴子氏…あざみの会・なんでも相談相談員

主催:和歌山クレジット・サラ金問題対策協議会（問合せ 433-2244）


